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第２四半期（中間期）業績予想と実績の差異 

及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、2025年１月６日に公表した 2025年 11月期の第２四半期（中間期）累計期

間（2024年 12月１日～2025年５月 31日）の業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

また、2025年 11月期通期（2024年 12月１日～2025年 11月 30日）の業績予想を下記のとおり修正い

たしましたので、併せてお知らせいたします。 

記 

 

１． 2025年 11月期第２四半期（中間期）累計期間の連結業績予想数値と実績の差異（2024年 12月１日
～2025年５月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 

する中間純利益 

１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

274,000 

百万円 

5,000 

百万円 

4,500 

百万円 

3,000 

円銭 

37.32 

今 回 実 績 値 （ B） 308,936 7,069 6,656 4,265 53.09 

増 減 額 （ B－ A） 34,936 2,069 2,156 1,265  

増 減 率 （ ％ ） 12.8％ 41.4％ 47.9％ 42.2％  

（ご参考）前期中間期実績 

（2024年 11月期中間期） 
264,983 7,766 7,500 5,408 67.59 

 

２． 2025年 11月期第２四半期（中間期）累計期間の個別業績予想数値と実績の差異（2024年 12月１日
～2025年５月 31日） 

 売上高 経常利益 中間純利益 
１株当たり 

中間純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

250,000 

百万円 

4,100 

百万円 

2,700 

円銭 

33.59 

今 回 実 績 値 （ B） 288,692 6,564 4,323 53.81 

増 減 額 （ B－ A） 38,692 2,464 1,623  

増 減 率 （ ％ ） 15.5％ 60.1％ 60.1％  

（ご参考）前期中間期実績 

（2024年 11月期中間期） 
252,101 7,212 5,238 65.46 
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３． 2025年 11月期通期の連結業績予想の修正（2024年 12月１日～2025年 11月 30日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

580,000 

百万円 

15,000 

百万円 

14,200 

百万円 

9,500 

円銭 

118.17 

今回修正予想（B） 615,000 17,000 16,300 10,800 134.42 

増 減 額 （ B－ A） 35,000 2,000 2,100 1,300  

増 減 率 （ ％ ） 6.0％ 13.3％ 14.8％ 13.7％  

（ご参考）前期実績 

（2024年 11月期） 
552,778 12,943 12,144 8,006 99.90 

 

４． 2025年 11月期通期の個別業績予想の修正（2024年 12月１日～2025年 11月 30日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円 

531,000 

百万円 

13,500 

百万円 

9,000 

円銭 

111.95 

今回修正予想（B） 570,000 16,000 10,600 131.94 

増 減 額 （ B－ A） 39,000 2,500 1,600  

増 減 率 （ ％ ） 7.3％ 18.5％ 17.8％  

（ご参考）前期実績 

（2024年 11月期） 
521,186 11,634 7,691 95.98 

 

５． 修正理由 

（中間期の業績予想と実績値との差異） 

中間期においては、当社を取り巻く自動車市場環境は依然厳しい状況が続いております。当社は、その

ような環境のなか、販売事業が牽引し、中間期業績予想を上回る結果となりました。売上高につきまして

は、商品ラインナップの充実を図り販売台数が想定以上の増加となりました。利益面では、販売台数の増加

に加え、販売費及び一般管理費の抑制を行うことで想定以上に改善いたしました。 

 

（通期の業績予想の修正） 

中間期の実績を踏まえ、通期では前回発表予想を上回る見通しです。下期の計画は期初から据え置いて

おりますが、下期の進捗次第では、今後さらに見通しの変更を行う可能性がございます。 

以上のことから、通期業績予想を上方修正することといたしました。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在で入手可能な情報に基づき算出しております。実際の業績は今後の

さまざまな要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以上 


